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2005年7月8日から10【］までのISAHP2005に参  

加した．ISAHPは2年に一度開催されるAnalytic  

Hierarchy Processの鼓大規模の国際シンポジウムで  

ある．今回で8回目となり，前回のインドネシア・バ  

リ島のISAHP2003につづき，太平洋に位置するア  

メリカ・ハワイ島のハワイ大学で開催された．   

ハワイと聞くと多くの八がリゾート地を想像される  

が，会場のハワイ大サはワイキキビーチから離讃し ホ  

ノルル空港からタクシーで30分ほどの後背は山に囲  

まれたところであった．参加者は日本からの16名を  

筆豆員に，アメリカ，カナダ，オランダ，中国など世界  

各地から80名ほどであり活発な討議が展開された．   

シンポジウム初日は，実行委員長のJason Lavy先  

生（ハワイ大学）の開式挨拶の後，木下栄威光生（名  

城大学）が基調講演をされた．つづいてPoLungYu  

（Chiao Tung大学），Luis Vargas（ピッツバーグ大  

学）両先生の講演の後，ハワイ人学学長LindaJohn－  

srud先生やハワイ大学政策科学部数授Richard  

Chadwick先生の歓迎挨拶が続き，メインホストであ  

るThomasL．Saaty先生（ピッツバーグ大｛、㌢）の招  

待講演が行われた．   

午後からはセッションごとに3会場に分かれて，  

AHP理論，技術と⊥業の分野，環境と開発の分野の  

発表が行われた．AHP理論の分野では小澤正典（慶  

応大学），佐藤祐司（三重中京大学），篠原正明（日本  

人′、デ‥），西澤一友（日本大学），神田大樹（西部文理大  

学）らの先生方が発表された．また，他に金融リスク  

マネジメント，生産管理へのAHPの適朋事例につい  

ての発表もあった．   

シンポジウム2日E］は午前中にClaudio Gauruti  

（Fulcrum Engineering Ltd），IsabelSpencer（Ful－  

crum Engineering Ltd）先生らの講演の後，各セッ  

ションでは社会資本・経済政策決定，戦略意思決定と  

企業創成，AHP適用事例などの分野の研究発表があ  

った．【1本からは臼井清治（山武ビルシステム），藤  

田英一（環境八日研究所），米本和良（河村電機）先  

生カの発表があった．午後からは参加者全員によるマ  
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リタイムミュージアムやアロハタワーへの観光ツアー  

が企画されていた．夜にはバンケツトが催され，豪勢  

な料理とバンドによる音楽，美女によるハワイアンダ  

ンスを堪能した．バンケツトの終わりには，講演者や  

発表者に対しての表彰が行われ，【1本人としては基調  

講演を行った木下栄蔵先生とビルの空調管理にAHP  

を適用した臼井清治先生の2名が表彰された．   

シンポジウム3日臼は、6八のパネリストによるパ  

ネルディスカッションが人講堂で行われた．AHPの  

適用範囲や，AHPを利椚する際の技術的な質問が会  

場から上がり，盛んな議論や質問が繰り広げられてい  

た．パネルディスカッションの後は閉会式があり，シ  

ンポジウムが無事に遷宮されたこ と，今後のAHPグ）  

発展を祈って1SAHP2005は閉会した．次匝1の第9  

回は2007年，南米チリのサンチャゴで開催されるr  

左である （文責 杉浦仲）   

ハワイで寺i‘われたIFORS2005（71jllH～15し1）  

において，Thomas L．Saaty教授（ヒッツバーグ入  

学），DiederikJ．D．Wijnmalen氏（TNOOrganiza－  

tionforAppliedScientific Research，オランダ）を  

ChairとしてAnalytic Hierarchy／Network Process  

のInvited Clusterが1111，12Elに行われた．招  

発表は，名城大JIi：の木下教授がChairの二つのセッ  

ションを含むLつのセッションで行われ，合i汁29件  

の招待発表があり，ORノ、～ご会の研究部会として止別に  

研究溝助を行ってきた成果もあり【1本からは12件の  

発表があった．  
（文責 

太尾隆斗）  
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